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最近のマサバ（太平洋）の資源の状況及び不漁の要因について（第２報） 

１ 水産研究・教育機構では、令和 5年 4月 21 日に「最近のマサバ（太平洋）の資源の状

況及び不漁の要因について」として情報提供していました。この資料はその続報に相当

するものです。本資料は、マサバ資源が減少してきた背景に関わる新たな情報を加え、

現在のマサバの不漁が起きた環境要因に関する仮説を改めて整理したものとなります。 

２ マサバ太平洋系群の資源量は、2004 年の高い加入と漁獲圧の低下により、2000 年代初

めの最低水準期を脱して増加し、2013 年の高い加入によって、同年に 251 万トンに急

増しました。その後、資源量は 250 万～330 万トンで推移しましたが、2019 年漁期以降

は高い加入が出現しなくなった中で、外国による漁獲も加わって高い漁獲圧が継続し、

資源量は急激に減少しました（由上ほか 2024）。 

３ 常磐・三陸および道東海域で操業する太平洋北部まき網の漁獲量は、2021 年以降急減

し、資源が極めて低い水準であった 2000 年前後よりも漁獲量が少なくなっています。

同海域でのマサバの極度の不漁には、マサバの資源の減少に加えて、来遊の変化も影響

していると考えられます。常磐・三陸海域では、最近数年間、親潮の弱化、および黒潮

続流の極端な北偏 ・岸 により、極めて水温の高い状況が継続していました。このこと

によって、マサバが三陸沖の日本近海の漁場に南下しづらい状況になっていたと考え

られます。なお、2025 年 4 月に黒潮大蛇行が終息し、その後、常磐・三陸海域の顕著

な高温化も解消されました。今後の動向が注目されます。 

４ 海洋環境が秋～冬にかけてのマサバ親魚の南下回遊に悪影響を与えた結果、2023 年以

降のマサバの産卵量が急減したことが観測されています。また、産卵場の分布は、伊豆

諸島周辺を主体とする本州南 から北東方向へ変化し、三陸沖での産卵も確認される

ようになりました。産卵場の変化は、ふ化後の仔稚魚の輸送・生残にも影響を与えてい

る可能性が考えられます。 

５ 資源の減少には、マサバの成長が遅くなったこと（低成長化）も関係しています。2013

年の加入が極めて多かったこと、および 2015 年頃からマイワシ資源も増加した影響で、

両者が餌を奪い合った結果、マサバの低成長化が起きたと考えられます（Kamimura et 

al., 2021）。一方、2020 年以降はマサバの資源量が減少傾向で、マイワシ資源の増加

も停滞していたにも関わらず、マサバの低成長は継続しています。低成長の影響で成熟

の開始も遅れ、獲り控えてもこれまで以上に親魚量が増えにくく、漁獲に対して脆弱な

資源に変化してきました。 
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６ マサバの低成長化には、餌環境の変化が影響したと考えられます。太平洋の東方沖合域

には、海洋環境に対応して、それぞれ特徴的な餌生物群集が分布していますが

（Miyamoto et al., 2022）、2020 年頃より黒潮続流が強く北偏し、マサバ、マイワシ、

サンマ等の小型浮魚類の生育場として重要な常磐・三陸沖が顕著に高温化した影響で、

栄養価の低い温帯性の小型種が優占する餌生物群集の分布域が広がり、餌環境が悪化

した可能性が考えられます。 

 

７ 以上のように、海洋環境の変化によりマサバの回遊経路が変化し、常磐・三陸海域の漁

場に来遊しにくくなったことが不漁に影響したことのほか、産卵量の減少、産卵場の変

化、卵稚仔輸送環境の変化といった資源生態的な変化を通じて加入量、ひいては資源量

の減少に繋がった可能性が考えられます。また、海洋環境の変化による餌環境の悪化が、

近年のマサバの低成長化および成熟開始年齢の高齢化をもたらし、その結果資源の回

復速度が低下し、漁獲に対して脆弱な資源に変化してきたと考えられます。このように

資源が増加しにくい状況下で、外国の漁獲も加わり高い漁獲圧が続いたことにより資

源が減少し、日本近海に来遊しにくい環境条件も加わってマサバの不漁に繋がったと

考えられます。 

 

８ 水産研究・教育機構は、海洋環境 ・餌環境のモニタリングや、マサバの成長・成熟・回

遊に関する解析、またそれらと海洋環境との関係について、引き続き調査 ・研究を継続

してまいります。 
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